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『笑報~ (写真A参照〉は，民国初年に，魯迅，周作人の故郷紹興 (中国漸江省〉に於て，

社会や国民性に対する批判を目的として創刊された風刺とユーモアを基調とする白話日刊紙

である。創刊者は楊ー放。創刊時期は民国3年(1914)1月中旬頃。停刊時期は不明。周作

人は創刊年から民国 6年(1917)に北京大学に赴任するために紹興を去るまでの 3年間に計

35篇の文章を 『笑報』に載せている (現時点では魯迅の作品の掲載は確認されていない。当

時北京で教育部の役人をしていた魯迅は，紹興県の同郷会館である紹興会館に仮寓しており，

投稿はともかくとして，少なくとも r笑報』を読んでいた可能性はある〉。上海図書館の徐

家匪蔵書楼に 『笑報』の残触が所蔵されており，以下はその全目録である (発見者は上海の

華東師範大学中文系副教授陳子善氏〉。 篇名の後の ( )内は筆名等。周作人の作品の前に

Oを付した。筆者が上海図書館で入手したマイクロ・フィノレムは不鮮明な箇所が多く ，その

ため不明字が少なくない。口は不明字であり ，[ J内は推定字である。また誤読字も少な

からずあるものと思われ，いずれ機会を見て改訂したい。(以上については，中国近代文学

研究会 『中国近代文学研究』第 3号 [1991年8月]登載の拙文 「周作人の短編小説 『活孫

国』に関する覚書」を参照されたい。なお，拙文では触れなかったが，周作人は明治から大

正にかけて 「滑稽新聞』等に依拠して社会や風俗等を風刺攻撃する文章を多数発表した反骨

のジャーナリスト宮武[廃姓]外骨に関心を寄せており[ ~語紙』 第1 5期(1925年 2 月 23 日 〕

に登載された I ~浄観J J (周作人著 r自分の畑』所収〉及び同103期(1926年10月30日〉に登

載された「初夜権序言 (日本廃姓外骨撰)J(周作人著 『談龍集』所収〉等参照J，宮武外骨

の生き方やその作品が周作人の「活孫国」執筆に影響を与えたとも考えられる。この点と，

『笑報』の創刊自体に対する宮武外骨や 『滑稽新聞』等の影響の有無については改めて考察

する予定である。ちなみに，周作人の弟子筋に当たる鴻文柄は筆名を廃名と言うが，その命

名の由来は実は外骨にもあるのかもしれない。〉

『笑報』発行の書に r新説苑初集』と 「笑世界初編』がある (¥，、ずれも実際に発行され

たか否かは不明〉。前者は，その「出版預告J(第l38号等〉によれば，創刊以来「聴我道来」

「胡言乱語JI宣有此理」各欄に掲載された文章を百日分まとめたもので，その後も百日分毎

にまとめて発行することになっていた。後者も，その「啓事J(第138号等)及び「出版預

告J(第138号等)によれば，創刊百日紀念日前に「大家談談」欄に掲載された文章を加筆補

正してまとめて一冊とし，これもその後百日分宛まとめて発行することになっていた。

中国に於ける同名の先行新聞としては，管見の限りでは，上海発行の 『笑報~ (写真B参

照)がある。史和・跳福申・葉翠梯 『中国近代報刊名録J (福建人民出版社，1991年〉等に

よれば，上海の 『笑報』は光緒23年 [1897J 9月25日に創刊された。清末の文芸小新聞であ

り，内容は市井の理事，とりわけ妓院の璃聞に重点、が置かれている。報館は四馬路老巡捕房
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東隔壁の 『蘇海来報J (上海出版の日刊紙。光緒23年 [1897J2月10日創刊，同年11月30日

停刊。主編は翁~甫〉 館内に設けられる。漸江省内の販売所は杭州府城 (上珠宝巷馬正源信

局内〉と湖州府城 (金婆街南有笥書室帳房孫恰仙〉の2ケ所。編集者は笑笑主人。同年11月

30 日 ~蘇海裳報』 の経営者が替わって同報が 『大公報~ (上海出版の小報〉に身売りされた

のに伴い r笑報』は停刊となるが，翌年の 2月中旬に復刊された (光緒23年10月1日付分

から同年11月22日付分までの上海 『笑報』が国立国会図書館に所蔵されている。残融あり。

註1)。この上海 『笑報』にも社会や政治に対する風刺の色調が見られるが，それ以上に風

刺の色合いの濃い先行ユーモア新聞に r務戯報~ (上海。李伯元創刊)，w笑笑報J (上海)，

「笑林報J (上海〉等がある。紹興の 『笑報』が，その創刊に際して，こうした先行する風

刺とユーモアを基調とする新聞の影響を受けたか否かについては不明であり，今後の研究に

委ねざるを得ない。

一方，紹興の 『笑報』と同時期に当地で発行されていた 『笑報』と同傾向の内容を有する

と目される雑誌に 『務戯雑誌』がある。ただ該昔、は 「笑報』の広告 (第629号等〉によって

その存在が確認されるにすぎず (原文「瀞戯雑誌十四期己到紹興教育舘啓J)，その委細及び

『笑報』との関係の有無についても今後の研究を待たなければならない。

『笑報』には 『畏報副刊』の「関心語J( 1面白話J)欄に連載された「阿Q正伝」の世界

さながらの紹興の市井の些事が満載しており，当時の紹興の社会風俗の実態を知り，更には

「阿Q正伝」に対する理解を深めるのに極めて有益である。参考のため，篇末に付録として

「鬼J(1亡霊J)と 「堕民J， 1謬嫡J(1堕民の妻J)に関する記事の原文を付した。魯迅の
「阿Q正伝」研究の一助になれば幸いである。註2

第627号に投稿者の筆名を詠み込んだ「集本報投稿人名得五絶七章」が掲載されており，

参考のため註3に原詩をヲ|し、た (周作人が 『笑報』に投稿するに当たって用いた魯迅の筆名

「長庚」も詠み込まれている〉。

なお，写真Cは第155号の「宣有此理」欄に載った「笑報人像一束J(r笑報』の主要な投

稿者の似顔絵をまとめたもの)，写真Dは第624号の「泣域新聞」欄に載った「調陀寺和尚不

守清規 ・専吊大姑娘的禿子」の挿絵，写真Eは第628号の「宣有此理」欄に載った「攻魂序」

の挿絵。

1914年

第138号 (6.3):1響招本報股歎諸君注意J(1本報出版之初蒙諸君子熱心維持担任集股

現因端節特届出入均口結束如収有股歎者請牌股洋及股東姓名妊即開明

交下伯如未経収股亦請将股冊榔還統以端節前為止登任胎鵡之至此怖J)。

「聴我道来」欄;1瀞民非務民之界説J(太虚。未完)01無線専電」欄。

「本地風光」欄;1黒心憎又将出現 ・大家当心J，1嘱取報紙可憾 ・不願

公徳J， 1阿兄何不念同胞・人道之賊J，1無頼賊迫死老児 ・看祢横行

到幾時Jo1胡言乱語」欄;(QJ 1活孫国 (続)J(仲密。完)01土立坂新
聞」欄;1風流肇怨 ・難怪的J，1吊瞬受辱・応該罵J，1雌難上屋 ・真

迷信J，1淫婦不法 ・打得才閑熱J，1夜子難欺 ・奪洋子Jo1宣有此理」
欄;1放毘先生小伝J(多骨)01七菱八洛J欄 (石療)01欺文一脈」
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欄;1羅心盲君無題詩原韻 (W叙近況~ ， r叙杭州~ ， 1"叙上海，1. r叙長

江J， 叙漢泉J)j(振南)01大家談談」欄;1某西人初到中国恨語言不

通……j(月老)，1四位郷下人赴市買物…・・・j (石康)，1一女与人通

・…・・j(月老)01徴徴文看」欄;1談鬼」 ・「値課者j(謂洛，輔泉〉。

第139号 (6.4):1響招本報股歎諸君注意j(第138号掲載文に同じ)01聴我道来」欄 ;

「託手民非民之界説 (続)j(太虚。完)01無線専電」欄。「特別調査」

欄;1位襟対j(多骨)01本地風光」欄;1機器椴出現 ・織業従此起色j，

「実業易勿 ・洋[奏]勝本姿j，1星士数銭之妙法 ・遍貼知単j，1教別

字先生 ・誤人子弟j，1医生増価者j，1不要来看仇j，1和尚横殴老相公

・好野蛮jo1胡言乱語」欄 ;1短編小説殉情(続)j(静観。未完〉。

「土立坂新聞」欄;1賭梶被提 ・好j，1養雄鷲・関心関心j，1看客受驚 -

誰叫佑看野眼j，1親家変仇家 ・口銭不好j，1米庖着賊・切勿着牢」。

「宣有此理」欄 :1会親点戯之新解釈j(馬狗)，1記者意中之点戯」。

「台下説話」欄;1会親劇場之趣話j(癒寄)01七菱八落」欄 (泊〉。

「斯文一脈」欄 :1端午後三日病中無明偶成詩四首 (1"幻相~ ， r無題三

首J)j(若癒)01大家談談」欄;1前日有六縮等締婚……j(月老)，

「某甲賭也捧業某塾……j(月老)，1某甲生五子……j(孤鳴)01徴徴

文看」欄;1談鬼」 ・「値課者j(諦洛，嘱泉〉。

第140号 (6.5):1響招本報股歎諸君注意j(第138号掲載文に同じ)01聴我道来」欄;

「六親家聯姻感言j(冷痴)01無線専電」欄。「土立坂新聞」欄;1強除硬

欠 ・郷瓜頭j，1倣倣日戯捉牢者・還要請体吃喜酒j，1歓喜克家 ・一対

光悠悠j，1巴掌拳頭一斉来・両面都不好j，1権時五指作妓容 ・難為

情j，1買主不倣美 ・空間心jo1宣有此理」欄;1戯擬某科長辞職呈文」

(索醸。未完)01七菱八落」欄(孤難)01斯文一脈」欄 :1歩羅心盲君

無題詩原韻続 (r叙郭中政界J，W叙陸行風景J，1"叙随城J，W叙街署J，

『襟懐~)j (振南)01大家談談」欄 ;1富翁某都菩成性……j(秋冷)，

「有一童話岸戯尿甚……j(醸臣)01来函j(朱滑農，凌従周，王仲承〉。

「徴徴文看」欄;1談鬼」・「値論者j(諦洛，繍泉〉。

第143号 (6.8):1聴我道来J欄;1黒甜郷記j(笑狂)01無線専電」欄。「特別調査」

欄;1塁字通用語j(ー祭)01本地風光」欄;1雑貨庖主之非理 ・侵入自

由j，1還要奏会 ・要禁者j，1酒酔尋仇人 ・不該j，1肥自公司之内容 ・

野計欠規矩jo1胡言乱語」欄;1短編実記火警j(石康)01泣域新聞」

欄;1一対仮夫婦 ・芳人垂誕j，1裁縫庖裏蔵矯 ・生意興隆j，1目連台

下好頭顧 ・妬波j，1厨所改賭場・問中取静j，1花鼓婆弾唱淫詞 ・大少

口楽然者jo1宣有此理」欄:1特別{布告j(我人)01台下説話」欄;

「歌舞台之見聞録j(月老)01七菱八落J欄 (鳳棲，難為情投稿jo1斯

文一脈」欄;1落花有懐j(潜庵)，1贈諦洛先生j (衆悪)01大家談

談」欄 :1某甲性好談謹……j(獅醒)， 1有郷人某甲某乙者…・・・ (墜

口)01啓事」欄 (編輯部)01徴徴文看」欄;1談鬼」・ 「値課者j(調洛，
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輔泉〉。

第144号 (6.9):i聴我道来」欄;i桐亭古跡不若何岩j(蕉鶴)0i無線専電」欄。「本地

風光」欄 ;r分局員噴職 ・看戯去者j，i低貨唐塞 ・不規矩j，i窮面又
窮 ・賊無眼晴j，i訪員招揺数銭 ・可恨j，i白賜皮球不肯休 ・木瓜j，

「酔漢殴人 ・太糊塗joi胡言乱語」欄;r学究談j(不疑。未完)0r泣
坂新聞」欄;i好個保護人 ・大賭特賭j，i私妓信仏扮犯人 ・保佑生意

好j，i呉融寛成賭世界 ・天高皇帝遠j，i酷海興波 ・総為宏、様j，r青龍
白虎 ・吃驚不小j，i生意之粛係 ・糠園j，i市倦眉目伝情 ・斐婦心乱

者joi宣有此理」欄 ;i戯擬某科長辞職呈批j(索醸)0i七菱八落」欄

(石療)0i斯文一脈J欄 ;i呑花」 ・「護花」・ 「暁起四首j(古竹)0i大

家談談」欄;i試弄有残融不全之通告尋多…・・j(月老)，i甲乙両人赴

茶園畷若……j(月老)0i来函」欄(王似枚代白〉。

第153号 (6. 18): i聴我道来」欄 ;i告女学生j(老癒)0i無線専電」欄。「本地風光」

欄;i匪徒不法 ・捉牢者j，i梁上君子失眼了 ・倫不着j，i為噛喪身 ・

蛇」・「頭頭出血 ・相打j，i輯夫不小心 ・坐客晦気jor胡言乱語」欄;
「短編僅言 棟茶葉j(ー祭)0i士立域新聞」欄;i小星移座 ・逃j，i勝

子吊上 ・好j，i慎過青年 ・蔵起来出宝j，i吃吃白食 ・罵得弗錯joi量

有此理」欄 ;i猫致犬書j(醒夢)0i七菱八落」欄 (紅児)0i斯文一

脈」欄 ;i園棋j (衆悪)，i客宮破曙偶作小詞二関寄上松島和尚肇」

(婿健)0i大家談談」欄;iー冬供先生在某郷設館・…ーj(失名)，i曲

園昔話太史年七十余…・・・j(時憤)， r某律師弁護案件……j(月老)0i南
腔北調」欄 ;i雲想楼伝奇 (続)j(聴猿山人耳似僑声〉。

第154号 (6. 19): i聴我道来」欄;i広行楽説 (四)・讃洞j(塵客)0i無線専電」欄。

「本地風光」欄;i素行校主任得人 ・学校増光j，i悪梶難徐 ・逃去者j，

「盗剖客船 ・行足難j，i寵妾殴妻 ・苦得大老婦j，i専吃白食 ・銭獅源」。

「胡言乱語」欄 ;i改良雑劇木頭戯j(月老)0i泣坂新聞」欄 ;i土匪

横行 ・茶客人被剖j，i坐輯出風頭 ・郷下女人j，i求福得禍 ・寡菩薩j，

「有女懐春 ・被挑j，i庖移吊勝 ・有趣joi宣有此理」欄;i戯擬組織標

学会簡章j(式人)0i七菱八落」欄 (月老，老塵)0i斯文一脈」欄 ;

「和婿健女史j(松島)，i松島和尚以弄笛二絶見示次韻奉和j(婿健〉。

「大家談談」欄;i毎東風俗毎逢元E瓶有乞巧一流……j (侠鹿)，i一

日有郷人某晋郡購者……j(孤難)，i某処有某甲者善吹牛…・・j(也

侠)，r某甲常調以萱腐為性命肉……j(月老)0i南腔北調」欄;i雲想
楼伝奇 (続)j(聴猿山人耳似俺声〉。

第155号 (6. 20) : i聴我道来」欄 ;i広行楽談 (五〉・結論j(塵客)0i無線専電」欄。

「天宮法旨」欄。「本地風光J欄;i籍口倫摘 ・煙j，i兄弟閲措・争産j，

「服滴而自尽 ・死者可燐joi胡言乱語」欄;i説大書j(老癒。未完〉。

「土立壊新聞」欄;i嬬婦耕上者 ・今年多少尊庚j，i愛慾河辺 ・買伯j，

「輸銭受辱 ・賭j，i傭婦責淫 ・惟簿不修j，i嚇走賭徒 ・頑童作弄」。
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「宣有此理」欄;1笑報人像一束j(屠狗[冷]，老癒，太霊，老憂[冷]， 

月老[冷]，情皮，紅児[冷]，貧杯)01七菱八落J欄 (西国，老癒〉。

「斯文一脈」欄;1寒梅j(月珍)，1読武学有感j(課園先生遺著)，

「題両児小照寄二妹j，1有贈集剣人句j (小進)01大家談談」欄:

「有一郷老略識之無日進城…ーj(月老)，1ー乞婆初入大街行乞……」

(塵客)，1紹興人好貧便宜黄魚一端己可概見……j(月老)01南腔北

調」欄 ;1雲想楼伝奇 (続)j(聴猿山人耳似侍声〉。

第156号 (6. 21): 1聴我道来」欄;1銭説j(冷痴)01無線専電」欄。「本地風光」欄:

「停委再要之可醜・幾乎性命交関j，1苦哉先生 ・飯担要敵破者j，1南

貨庖回話招牌 ・省得倣生意j，1壇猪害人 ・有磁衛生jo1胡言乱語」

欄;1説大書 (続)j(老癒)01位坂新聞」欄;1鳥亀吐内好捧・実行公

妻主義j，1無頼吊勝遭白眼・我差熱者j，1酒保多只手・用者注意j，

「化子大宴・窮歓楽jo1宣有此理」欄;1戯擬組織標学会簡章j(式人〉。

「七菱八落」欄(癒寄，歪頭)01斯文一脈」欄;i看雨」・「聴雨j(衆

悪)，1無題j(雪恨)01大家談談J欄;1某甲新婚夜与新婦解衣畢正欲

戦時……j(必直)，1新知事自京中分発到省…・ーj(聴公)01来函」欄

(柄橋正泰雑貨号)01南腔北調」欄;i雲想楼伝奇 (続)j(聴猿山人

耳似侍声〉。

第157号 (6. 22) : 1聴我道来」欄;1書冷痴行楽説後j(老憂)01無線専電」欄。本地風

光」欄;1停妻再要再誌 ・予欲無言j，1締竹界動公憤 ・憤然劇場職員j，

「庖彩侍蛮欺人.{71;好屋裏去者j，1行同剖盗 ・訴県控追j，1蛇盤老鼠

・有日舎新鮮jo1胡言乱語」欄 ;1短編僅言 棟茶葉(続十八号)j(ー

祭。未完)01土立坂新聞」欄;1淫戯映人 ・衆賭j，1酷海生波・婦人作

怪j，1地癌緊賭・有擬治安j，1姑娘倒運・走避j，1虐待幼女 ・無母之

可憐j，1背夫逃走 ・寧可逃得遠jo1宣有此理」欄;1戯擬陸茅志虐妻

文井引j(ー祭。未完)01七菱八落J欄(笑狂，老癒)01斯文一脈」

欄 ;1衰君兆蓉由月老紹介来紹充某校教員旋因阻酷市去作四絶郵寄」・

「数学j(月老)01大家談談」欄;1前見属域新聞富戸結親現形記短評

-…j (月老)，1甲乙二人酸儒也梢通文墨・…ーj(怪)01冬供先生在三

家村設帳…・・・j(失名)01南腔北調」欄;1雲想楼伝奇 (続)j(聴猿山

人耳似{奇声)。

第159号 (6. 24) : 1聴我道来」欄;1歳女同学j(諸壁馬媛勤女士来稿)01無線専電」欄。

「本地風光」欄;1停妻再緊四誌・早知如此悔不当初j，1逼倒米行・古

月作梗j，1帳房忙然者・線、是為色jo1胡言乱語」欄;1説大書 (続)j

(老癒。未完)01土立坂新聞」欄;1万刺耕婦・風流受容j，1梁氏婦憎

夫呆家・私奔j，1誰叫祢去看戯 ・吃朕j，1水蛤上布・価廉物美j，1殺

狗規夫 ・人不如狗j，1淫戯 ・為賭映jo1宣有此理」欄 ;1戯擬陸茅志

虐委文井引 (続)j(ー祭。完)01七菱八落J欄 (拝石)01斯文一脈」

欄;i夏閏襟詠j(媛煙)01大家談談」欄;1日前曹某重緊観者晴集
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……j (月老).i某甲生二女長女早嫁与傘壁匠…・ーj(怪).i某甲与察

某雀戦……j(月老).i上海信人出局多用黄包車……j(月老)0i紙上

舞台」欄;i風世小説 自由結婚 (冷眼編。未完〉。

第174号 (7.9):i聴我道来」欄;i論石頭記黛玉之死j(口凡来口)0i無線専電」欄。

「本地風光」欄;i死猪当塩肉貰 ・有硬衛生j.i庖移欺童子・不応該

的j.i倒酔鬼戯倒酔 ・拾送警所j.i可憐一掬傷心涙j(美人多情).

「母算是教員j(我口口看)0i胡言乱語」欄 ;i聴牛皮先生嘆苦情j(老

秋。未完)0i桂坂新聞」欄;i父子衆塵 ・道地畜生j.i艶幡重張 ・好

生意j.i賭揖被獲 ・宜従厳懲排j.i貼巧声 ・充塞街衛j.i尋歓不着吃

南瓜 ・問王客人味道知何j.i抗手児吹火腿 ・遺有洋包一個joi宣有此

理」欄;i戯擬与老憂起訴菓 (続)j(百戸。未完)0i七菱八落」欄

(犀)0i斯文一脈」欄;i読八号七菱八落欄内孤難君之作感賦二韻」

(石康)0i大家談談」欄;i某医生生計不佳夏日杉袴僅ー套……j(聴

公).i某県知事初抵任以駄業薙頭司務充眼班…ーj(孤鳴).i有一士

人与某女成婚其実先姦後表意・…ーj(息塵)0i誌感」欄。「紙上舞台」

欄;i風世小説 自由結婚 〈六)(続)j(冷眼。未完〉。

第181号 (7. 14): i聴我道来」欄 ;i不雨感言j(泊風)0i無線専電」欄。「特別調査」

欄;i旧官僚派之獣行j.(石父)0i本地風光」欄;i小学校畢業両誌 ・

成績還好j. i夜航船又遭捨劫 ・出門人可↑自j. i迷信難除 ・倣娘的可惜

児子j. i描欠外債 ・茶園生意joi胡言乱語」欄 :i説大書 (続)j(老癒。

未完)0i泣坂新聞」欄 ;i口大姑娘 ・被人告発者j. i一場掃興 ・紗袴

穿不成j. i又是一処賭場 ・戯文台下j.i寅夜劫奪 ・欺待女娘家j. i高

喧回郎巻 ・自由趣j.i席地点巧 ・胎害青年joi宣有此理」欄 :i戯擬

与老憂起訴菓 (続)j(百戸。未完)0i七菱八落」欄(禿侠，冷療〉。

「斯文一脈」 欄;i夏日家即事 (続)j(古竹)0i大家談談」欄 ;i某甲

性部菩嘗延師課子弟読供膳極葬……j(酔癒).i甲乙為友甲技而乙愚

且乙平素専認別字…"""j (衆悪)0i対対課看」欄;i書生背生書書生該

打書生該打j(馬石療，愁眉〉。

第182号 (7.17):i聴我道来」欄;i順天者亡逆天者存j(塵客)0i無線専電」欄。「特別

調査」欄;i取締広告之広告一束j(月老)0i本地風光」欄 ;i強盗宮

家 ・被警破獲j. i小学畢業 ・三人市己j. i鉛弾何来 ・在河之竣j. i大

風連日不止・ 綿花収拾j.i積匪潜回故里 ・金仏贈娘親j. i庖鞍太強横

・悪言対買主j.i塾師受嚇 ・難怪joi胡言乱語」欄 ;i日暮途窮j(詩

興)0i泣坂新聞」欄;i一対鴛鴛水上飛 ・楽極生悲j.i勝子吊不上 ・

心思自壊j. i両親家大好対手 ・是局賭j.i郷下賭一 ・劣紳j. i郷下賭

二 ・戯文台下j.i戯子衆賭 ・新大舞台joi宣有此理」欄;i戯擬仏排

空無台j(石父経手。完)0i七菱八落」欄 (漢魂，元済孫朗)0i斯文

一脈」欄 ;i連日大風探知震動作大風歌j(老癒)0i大家談談」欄;

「有某郷夫婦二人目不識丁殊覚不便…・・・j(井洋).i在某新従簿記校偶
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行方会途適被責水難之堕民所撞…・ーj(衆悪)，有某甲迫訟父命勤令赴申

雁某校試…・・・j(警病)01対対課看」欄;r書生背生書書生該打書生該

打j(馬石療，愁眉〉。

第183号 (7. 18): 1聴我道来」欄;1交友之忠告(続十五号)j(ー楽来稿。完)01無線専

電」欄。「特別調査」欄 ;1特別調査j(額外仲裁人一覧)01本地風光」

欄;1前王校第四次畢業 ・学生四人j，1肉移想吃魚・還有洋銭進帳j，

「旋風吹到民房 ・阿連脱帽j，1命中註定 ・都逃不脱j，1父子都不好 ・

恵和楼晦気j，1通衡搭台碍行人 ・被警拘騨j，1生意難倣 ・糠園jo1胡

言乱語」欄;1財奴先生伝 (倣五柳先生伝)j(ー楽)01士立坂新聞」

欄 ;1夜馬桶行兇 ・思不畏法j，1戯文台下怪現象 ・目連僧究寛慈悲j，

「土娼賭根両遁這 ・漏網j，1野鴛鴛正姦於飛 .i中散j，1一件好生意 ・

嬉賭責娼j，1皆大歓喜 ・水陸並行j，1逼婦買淫 ・阿婆逗虐jo1宣有此

理」欄;1戯擬与老憂起訴菓(続)j(百戸。未完)01七菱八落」欄 (老

癒)01斯文一脈」欄 ;1啄双文」 ・「答還読偶見童子執白荷折枝感賦井

次原韻j(野逸)01大家談談」欄 ;1昔有某者憂情之流亜也且専喫白食

…j (孤難)，1紀公一日家居早起有門生胡某来見既坐ー・…j(鉄児〉。

「対対課看」欄 ;1書生背生書書生該打書生該打j(馬石康，愁眉〉。

第184号 (7. 19): 1聴我道来」欄;r孤憤篇[付元済附誌Jj(元済孫郎)01無線専電」欄。

「本地風光」欄;1天道何知 ・害然郷下人j，1設局施医 ・真真難得j，

「呑没聴金 ・媒人要為難者j，1学務委員査私塾 ・当厳行取締j，1研究

衛生酒 ・生意自然好照jo1胡言乱語」欄;1話裏話j(老癒)01泣域新

聞」欄 ;1男歓女愛 ・看戯的好処j，1居然倣淫戯 ・因為有女人来看j，

「和尚拘白牡丹 ・被人捉牢者j，1官充莞主 ・差也不差j，1河水鬼作威

・活人変死人j，1吊勝不成便相罵・和事老眼鏡打破j，1行人驚散野鴛

鴛 ・再来過jo1宣有此理」欄 ;1火偏鶏吊秋鵠頭文j(貧杯)01七菱八

落」欄 (月老)01斯文一脈」欄;1名月曲」 ・「其二J・「其三」 ・「其四」

・「其五」 ・「其六J(老癒)01大家談談」欄;r有一易姓人居砂産塩之

処満面嵩子其形睡眠……j(井窺)， 1某姓兄弟二人喬居山村家中資性

憧菩……j(糠塵)，1某夜有守漁舎者間憲章声訟隙中窺視之……j(月

老)01対対課看J欄;1書生背生書書生該打書生該打j(馬石康，愁

眉〕。

第185号 (7. 20) : 1聴我道来」欄;1述紅楼夢之陪情j(元済孫郎。未完)01無線専電」

欄。「特別調査」欄 ;1著名十位老爺露布j(勾)01本地風光」欄;1祝

融税駕 ・幸不成災j，1悪甘受罰 ・強出頭去j，1主主屋傷人 ・憐j，1没代

子孫掘祖攻 ・祖宗要突個j，1庖野不規矩 ・捧銅角子jo1胡言乱語」

欄;1買涼粉j(ー楽)01泣坂新聞J欄 ;1赤脚上講堂 ・不要険j，1妖

言惑衆 ・臨上当者j，1賭栂何多 ・為日舎勿捉j，1露水鴛鷺各自飛 ・好j，

「戯台下吊腰 ・南貨桟持j，1父子同悪 ・姦賭倶全j，1庖堂裏面組豚尾

・少見多怪j，1機匠高輿 ・小万刺人jo1宣有此理」欄;r鴇母祭元緒
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公文J(式人。未定)01七菱八落」欄 (月老)01斯文一脈」欄;1和九

号報載石痴先生原前二」・「不律呈石痴先生求正並乞賜和J(孤難〉。

「大家談談」欄;1有和尚道士秀才共乗ー舟行至中流忽遇大風…・一」

(五寛)，1紀公前在京師有門人某往見行礼畢紀公笑不能対……J(鉄

児)，1三聯襟一日至岳家飲喜娃賓朋満坐頗称熱闘…・・J(白心人〉。

「紙上舞台」欄;1滑稽小説先生鰐・目録J(老癒)，

第186号 (7.22) : 1聴我道来」欄 ;1述紅楼夢之隠情 (続)J(元済孫郎。完)01無線専

電」欄。「本地風光」欄 ;1越中影戯 ・電光不足J，1文添了一個溺鬼 ・

誰作撃J，1文死了一個熱心人 ・可惜J，1倣戯酬神・謝祝融氏J，1両盤

石花送命・泳冷石硬J，1明屋誌聞 ・老彊圧殺者J，1埠船中之斯文賊・

可恨Jo1胡言乱語」欄;1哀情短編双杯記 (続五月八号)J(刺馬。

未完)01泣坂新聞」欄;1獅山生色 ・唱鴎歌J，1土娼看施食・倣鬼把

戯J，1戯文台下関骸子・該楼J，1豆腐居之賭・抽頭度目J，1阿翁打娘

婦・究寛為時事体J，1無頼沿街吊勝 ・自道有趣J，1夫妻反目・性名交

関Jo1宣有此理」欄;1戯擬与老憂起訴菓(続)J(百戸。未完)01七

菱八落」欄;1斯文一脈」欄 ;1和石痴君感賦元韻J(孤難)，1署夜即

事J(一祭)01大家談談」欄 ;1世之称少爺者向惟宮家子孫則言之

-…・・J(夢覚)01来函欄J(孫多骨，王天憤等)01通訊」欄 (孫孤鳴〉。

「紙上舞台」欄 1調世小説 自由結婚 (九)(続)J(冷眼。未完〉。

第191号(7. 26) : 1本報特別啓事J(1頃聞有人以曹徳斎停妻再要事仮本報名義在外極端

招揺現在四出探訪一経察覚定即送懲各界諸君勿受其醸混是幸」。編輯

室)01聴我道来」欄;1紹興小学校成績展覧会務記J(紅児。未完〉。

「無線専電」欄。「本地風光」欄;1好大的架子 ・究寛校長J，1当街搭

台演戯・不管他違禁J，1商界孟賊 ・劫奪財物J，1鬼開談話会 ・奇然

者j，1郷蛮不服調査・学務鷲有起色Jo1胡言乱語」欄;1私塾鱒J(孤

難)01士立坂新聞」欄;1情願作烏亀 ・小星見愛J，1洗浴帯吊腰・真口

脆孔J，1討飯動気者 ・端的是一保不好J，1吊腸受辱 ・幸有衛客J，1酒

銭不着狂 ・又晦気了茶査一把J，1強覇一方 ・伯了人妻又倣宝J，1光梶

打光梶・好省Jo1宣有此理」欄;1夏令需要品物改良J(衆悪)01七菱

八落」欄 (孤鳴，欝憾)01斯文一脈」欄;1録太遅書恨七絶十首J(冷

眼生Jo1大家談談」欄;1甲乙丙弟兄三人在各署分科騨事声誉日盛

・…・J(鉄児)01紙上舞台」欄;1風世小説 自由結婚 (十三)(続)J

(冷眼。未完〉。

第192号 (7.27): 1本報特別啓事J(第191号掲載文に同じ。編輯室)01聴我道来」欄;

「紹興小学校成績展覧会務記 (続)J(紅児。完)01無線専電」欄。「天

宮法旨」欄。「本地風光」欄;1熱心教育 ・暑偲研究社J，1幾作熱誠第

二・幸巌救得快J，1阻撰公益・這種人該打J，1又有一種揺頭筋・強家

注意Jo1胡言乱語」欄;1私塾静(続)J(弧難)01泣坂新聞」欄;1商

界之敗類何多 ・調戯女主顧J，1女人幸福・二頭不脱柄J，1賭風何盛 ・
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地方不幸j，1宝珠橋下作陽台・被人喝散j，1最新美人計・不知何人上

当j，1一場大人陣・叫警解散j，1連日間鵬歌・其知敗俗傷風何J。宣

有此理」欄;1救時薬房新発明各種新薬広告j(元済孫郎)01七菱八

落」欄 (自文，孤鵠)01斯文一脈」欄;1録太遅書恨七絶十首(続)j

(冷眼生)01大家談談」欄;1前閲伏児有医生三句不離本行一則鉄児

亦有類似者……j(鉄児)，1某郷農有子以官費出洋留学甫抵日本修函

通菓其父……j(月老)01対対課看」欄;I(一〉至大(銅錫居〉至善

(衣荘〉大善寺」・ I(二)狐腿皮背心毛毛潤沢j(値課者鉄児)。

第193号 (7. 28) : 1老癒緊要啓事j(1……己診前日退居社友地位自信尚可少得罪胎社会

今既知此癒当由社友退至非社友報自報癒自癒解脱完全不投隻字 閉門

推出笛前月 従此粛郎是路人猶以癌為不可教癌欲無言失...•.. j)。

「聴我道来」欄;1水晶宮小ヨIJ(泊)01無線専電」欄。「本地風光」

欄;1蕩裡読報謝金・要引進人為難者j，1明台又傷人・無頼運気J，

「盗剖庵尼・勅索百元J，1郷婦着机手・幸軒落班警j，1筈賓臭祭・有

礎衛生j，1倣戯文者・謝火神菩薩Jo1胡言乱語」欄;1哀情短編双

杯記 (続)j(刺馬)01泣坂新聞」欄;1舞台下吊勝子・打得頭破血出j，

「酷海風波・約個日子省得磁頭j，1又是一場相打 ・倣戯持銭j，1白昼

宣淫 ・捉牢者j，1図頼図銭 ・還要拷竹狂jo1宣有此理」欄;1紅帽言卜

聞J(一楽)01七菱八落」欄 (老悔，吉成)01斯文一脈」欄;1承喉骨

剣輔相退適宜飲著答謝井寄示蛸湯諸子j(松島)， 1夜媒不成j(孤鵠)，

「和孤鵠原前j(衆悪)，1志中随家大父旅南陽得晋謁諸葛庫題壁J(時

憤)01大家談談」欄 ;1自巴全馬運河告成開万国奏会我国各省幾無一

不簿備出品与奏惟広東省大起反対不願与養……j(月老)，1某婿自鳴

工於詩某岳因其能詩未敢近然不知其詩之優劣也…一j(鉄児)，1某知

事以運動得差菰任後即書聯治大門日……J(不危)01対対課看」欄;

I(一〉至大 (銅錫庖)至善 (衣荘〉大善寺」・ I(二〉狐腿皮背心毛毛

潤沢j(値課者鉄児〉。

第195号 (7. 30) : 1老癒緊要啓事j(第193号掲載文に同じ)01聴我道来」欄;1聴我道駆

熱法j(痩紅)01無線専電」欄。「本地風光」欄;1温故可以知新・暑

仮期内j，1君子述淑女・想人非非J，1警察捉牟吃茶客・情跡可疑j，

「定失了小女子・超緊尋j，1険些爾一場命案 ・地梶横行Jo1胡言乱語」

欄;1短編苦情梨娘恨史j(秋冷投稿。未完)01泣坂新聞」欄;1阿

八害阿八 ・究寛那個阿八不好J，1賭徒大張旗峨・胎害地方j，1信口雌

黄・大無人格j，1成未小六沖・狗暁羊j，I~灰記・老発昏J ， 1吊勝尋

関心・自道有趣jo1宣有此理」欄;1四書新講解j(手漢)01七菱八

落」欄(衆悪)01斯文一脈J欄;1一覧亭放懐歌j(古竹)，1憂早」

(双小)01大家談談」欄;1某甲謂某乙目黒万百字会裏新近組織了一

封醤院生意可与謙橡同興鼎足而三眠……j(月老)，1邑人陳某予之忘

年交也生性信倣見貧乏者組慢不為礼・…・・J(一祭)， 1有吸食雅片成大
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膚者終歳伸昼作夜・…ーJ(時憤)01対対課看」欄 I(一〉至大 (銅錫

庖〉至善 (衣荘〉大善寺」・ I(二〕狐腿皮背心毛毛潤沢J(値課者鉄

児〕。

第196号 (7. 31) : 1老癒緊要啓事J(第193号掲載文に同じ)01聴我道来」欄;1招魂賦」

1915年

(元済)01無線専電」欄。「本地風光」欄;1掘河之動議・果是熱心J，

「分瓜背約・奪者J，1子塘沖決・沙民晦気J，1存心不良・明園停帳J，

「桟司幾遭溺艶・幸巌救得快J，1桐巌生色・有花有酒J，1収拾麻花灘

・胞馬Jo1胡言乱語」欄;1哀情短編双杯記 (続)J(刺馬)01泣域

新聞」欄;1打胎交渉了者・吃巌得魚日老J，1倣半開門生意者・若婿

還是別人家的J，1六社郷之睡眠・逃生満路J，1掛杉客嚇散賭徒・重興

来過J，1金瓜党項圏・拐子妙策J，1庖移吊勝吃掌頬 ・大移其反本」。

「宣有此理」欄;1天国新聞 (郵都電)J(石父)01七菱八落」欄 (老

憂)01斯文一脈」欄;1消憂」 ・「海業」・「新月J・「牡丹J(手漢)，1二

月七日為余三十生辰家人燃紅燭以前E星官|長然集句J(王任者主)01大家

談談J欄;1吾紹有却益甫陸勝山者皆善治譜乗也……J(歪頭)，1前清

大法律家吾友婁根生先生向為直督幕賓其家属悉寓津門因延師而課子安

…ーJ(憤先)01対対課看」欄;I(ー〉至大 (銅錫庖〉至善 (衣荘〉

大善寺」・ I(二〉狐腿皮背心毛毛潤沢J(値課者鉄児〉。

第619号 00.10): 1本報啓事J(1本報胎陰暦九月初一日起新闘病人注意一欄逐日排登経

皆、良方以鮪社会各界諸君伯有未経刊行之監方祈随時紗寄本社当為選載

停売流伝楽善君子諒所賛許也此イ布J)o1聴我道来」欄;1中国之位置」

(泊公。未完)01無線専電」欄。「本地風光」欄;1属門郷教育会常会

記・分派戯掲・介紹会員J，1機業校日形腐敗・不守部章J，1看守所文

死一人・言之惨然Jo1胡言乱語」欄;1間処莫入(続)J(孤鳴。未完〉。
「土立坂新聞J欄;1粛輪局不顧信用・短技船価J，1虐待稗女尋自尽・黒

夜投河J，1小光蛋図収帳款・原是一個庖王J，1棺材宝害人不浅・宜亙

禁之Jo1宣有此理」欄;1新鮮山歌 (曲与打牙牌同)J(春声)01七菱
八落」欄 (磁民)01斯文一脈」欄 ;1悼亡 (続)J(寄塵遺稿〉。

第620号 00.11): 1本報啓事J(第619号掲載文に同じ)01聴我道来」欄;1中国之位置

(続)J(泊公。未完)01無線専電」欄。「特別調査」欄;1俗語巧対」

(異巽)01本地風光」欄 ;1迷信而今寛入迷・千手観日開J，1除回頭

幾起衝突・大洋変小洋J，1個健将作新新婦・涙珠猶滴塚時衣Jo1胡言
乱語」欄;1小巧狗J(竹夫子)01位坂新聞」欄 ;1好一酌孫臆対智・

頭打開者J，1吃了眼前肪・ 網、是自己不好J，1再誌地癌之不法・寄語地

方長官・其亜起而除之J，1強中更有強中手・一個会罵・一個会打」。

「宣有此理」欄;1味道半打 (続)J(鉄児)01七菱八落」欄 (春声，王

郎)01斯文一脈」欄;1代東郵達熱河朝陽県令金輔梅J(威公)，1乞李

君生翁書画勝以小詩J(諦洛)，1室人亡後客有以継妻調者組成此詩」
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(寄塵遺稿)01紙上舞台」欄:1警世小説華鏡 (十)(続)J(破墨述，

衆悪編)01窮思極想J欄:1睡漢 (二)J(民頑)01大家談談」欄:1昨

為民国第四次之双十国慶天瓦逢此天赦当然回家楽叙天倫…・・・J(天瓦〉。

「病人注意」欄;1臆方薬編 (1咽喉急症J，1万傷J，1鼻中生宿J)J (夢

梅居士輯)01代郵」欄 (編輯部啓)01膳三話回」欄:1戯擬孤老院選

挙撫対会選挙章程J(呆和尚〉。

第621号 00.12): 1本報啓事J(第619号掲載文に同じ)01聴我道来」欄:1中国之位置

(再続)J(泊公)01無線専電」欄。「本地風光」欄;1不領印照受罰腕

・為悪佳所害J，1扮髪尼強行募化・葬菩薩吃飯J，1小人得志乱顛狂・

人情如是・無足怪也Jo1胡言乱語」欄;1妬婦津遊記J(老癌)01埴坂

新聞」欄:1仮装屍「悪作劇・小人踊大人J，1撃匠口焔勢活天・痛殴

船夫J，1洞源洞裏有酸風・真当作撃J，1酒居改為樗蒲場・害人不浅」。

「宣有此理」欄 :1戯擬禁報紙議論国体令 ({方北斉文宣帝禁浮華詔体)J

(文田)，1戯擬古月居点心庖広告J(也鶴)01七菱八落」欄 (鳳棲，

蘭芽)01斯文一脈」欄:1感懐J(千乗)，1無題J，1中秋遇雨夜半始雰

挙杯賞之J(碩愚旧作)，1旅夜偶作J，1無題 〈調寄減蘭)J(王希成〉。

「紙上舞台」欄:1侠義小説殉国鴛鴛 (欧戦余聞)(六)J(獅醒〉。

「窮思極想」欄:1睡漢 (三)J(民頑)01大家談談」欄 1小校場某会

校門貼有日間請従前門出入八字観此可知校門出入定従夜間也……」

(天瓦)01膳三話四」欄:1教員国J(呆和尚〉。

第622号 00.13): 1本報啓事J(第619号掲載文に同じ)01聴我道来」欄;1官誠J(請洛〉。

「無線専電」欄。「本地風光」欄;1面白可憎・有名無実之学校J，1馳

馬才好・可惜頭都要政開J，1奪来算数・那里管伶是孤婦Jo1胡言乱

語」欄:1拍輯客J(欝憾)01土立坂新聞」欄:1要老挙是其故技・嚇得他

不能開口J，1尿湊曲時大呼寛・再要賭否J，1露水鴛鴛不久・老婦尋着

・尚算運気J，1設大庄熱闘非常・其如害人不浅何Jo1宣有此理」欄;

「大盗必読出版預告J(春声)01七菱八落」欄:(亦禅，伏児)01斯文

一脈」欄:1近有友人珠児以菊影菊香両律経示予亦率成両律以応之」

(1菊影」・「菊香J[珠児J，1菊影」・「菊香J[慮、其])01紙上舞台」
欄:1警世小説撃鏡 (十一)(続)J(破墨述，衆悪編。衆悪の「附

説」あり)01窮思極想」欄:1傷春恨 (ー)J(継偉)01大家談談」

欄:1紹城義柵之設其用意有二一為障擬ー為標示街道之名称J(天瓦〉。

「病人注意」欄;1詮方薬編 (1漆癌J，1万傷J，1蜂蜜J，1手足凍裂J，

「膨脹J)(夢梅居士輯)01膳三話四」欄:1半裁死去J(呆和尚〉。

第623号 00.14): 1本報啓事J(第619号掲載文に同じ)01聴我道来」欄:1修蘭亭J(泊

公)01無線専電」欄。「特別調査」欄:1俗語巧対J(異巽)01本地風

光」欄:1提限劣医・為欠的是公歎J，1黒心議員・仮造借票逗強梁J，

「一淘小湖原真作撃・打架Jo1胡言乱語」欄;1警世短編六君子湯」

(竹巌)01泣坂新聞」欄:1小姑性惇・何以見阿寄之面J，1懲婦捧威
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-世間寛無不平人J，1老婆出貰 ・為他在家倫漢子Jo1宣有此理」欄;
「老庖王伝J(孤鳴)01七菱八落」欄(欝憾，寿血)01斯文一脈」欄:

「孫子松君三十初度昧懐詩索和予不文率歩原韻四律即希祭政」 ・「其二」

・「其三」 ・「其四J(呆和尚)01紙上舞台」欄 ;1侠義小説殉国鴛鴛

(欧戦余聞)(七)J(獅醒)01窮思極想」欄;1睡漢 (四)J(民頑〉。

「犬家談談」欄 ;1世家子某新昏後侃健葉篤顧庭訓厳甫蜜月即趣之入塾

従師読某恋念閏房之楽…・・・J(麗筆)01病人注意」欄;1慰方棄編」

(1陰嚢澗尽J，1血塊痛J，1老幼久敵J)J(夢梅居士輯)01轄三話四」
欄;1斗数J(呆和尚〉。

第624号(10.15): 1本報啓事J(第619号掲載文に同じ)01聴我道来」欄;1唐林盗骨騨」

(諦洛)01無線専電」欄。「本地風光」欄 ;1鐸鐸佼佼之小学・言之匠

顛 ・行之維製J，1索酒債警察解紛 ・好警察 ・難為佑J，1一産三胎之奇

聞 ・一男両女Jo1胡言乱語」欄;1満漢大出喪記J(伏児)01泣坂新
聞」欄;1虐稗女惨無人道 ・一対狼夫婦J，1為↑白老婆害老娘・服滴自

尽 ・得救更正J，1輔陀寺和尚不守清規 ・専吊大姑娘的禿子Jo1宣有此
理」欄;1感時竹枝詞 (東冬通韻)J(霊仙子。未完)01七菱八落」欄

(轟喧)01斯文一脈」欄;1風雨粛粛重陽又到撫今追昔不禁感慨係之

偶編七絶以誌所懐J(鉄児)01紙上舞台」欄;1改良戯曲 投稿 (佑桑

園会一段)J(石父編。未完)01窮思極想」欄;1傷春恨 (二)J(継偉)。

「大家談談」欄;1目前予赴最新茶園畷若時適双十節見甲乙丙丁四人相

爽而談・・…・J(老滑頭)01曙三話回」欄 ;1天方篇J(呆和尚〉。

第625号(10.16): 1本報啓事J(第619号掲載文に同じ)01聴我道来」欄;1申詩吉士誘之

義J(紅児)01無線専電」欄。 「本地風光」欄 ;1月中桂失却護花郎 ・

在劫難逃J，1索聴金笑然五少爺 ・為歓幾何J，1戯台下一片噌雑声・大

家怨天Jo1胡言乱語」欄;1頂↑白歌 (代一祭撰)J(也鶴)01泣坂新聞」
欄;1三誌懲根之不法・若不厳腕・知後思何J，1獲積縞蜂案己破 ・尚

有宮家J，1開麺館荷花樹艶峨・大好生涯J，1文麻雀賭徒遭罰 ・自尋苦

吃Jo1宣有此理」欄;1感時竹校調 (東冬通韻)(続)J(霊仙子)01七
菱八落」欄(平議)01斯文一脈」欄 ;1林居早秋J(生翁)，1懐李君安

伯歩軽寒元韻J(清河生)，1聞行歩安伯韻J，1病中随思J(楊素秋女士
遺稿)，1長思Jo1紙上舞台」欄;1侠義小説殉国鴛鴛 (欧戦余聞〉
(八)J(獅醒)01窮思極想」欄;1睡漢J(民頑。完)01大家談談」

欄 ;1某君善集俗語対如貧花常帯三分病作悪空焼万位香久己婚夫人口

…J (裏魂)01病人注意」欄;1臆方棄編 (1反唇庁J，1蛇纏人不解J，
「娯松蜘妹萱J)J(夢梅居士輯)01膳三語四」欄 ;1収九J(呆和尚〕。

第626号(10.17): 1本報啓事J(第619号掲載文に同じ)01聴我道来」欄;1商鞍論J(紅

児)01無線専電」欄。「本地風光」欄;1臨浦鎮之印花税・彊宜整頓J，

「講銅銭大開洞堂 ・仮公済私J，1棉紗庖官心狼・倣弄小人Jo1胡言乱
語」欄;1毘精敗北J(霊仙子。未完)01泣坂新聞」欄 ;1誘賢淑公子買
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樵乾・其如芳観何J，1一対鴛鷺向天飛・査警再話J，1公門裏面好修行

・然害人者多Jo1宣有此理J欄;1乞巧声J(痴夫)01七菱八落」欄
(竹夫子)01斯文一脈」欄;1留別陳楽安中丞J(述甫遺稿)，1秋晩鏡

湖舟中J(謂洛)01紙上舞台」欄;1改良戯曲 投稿 (佑桑園会一段〕

(続)J(石父編)01窮思極想」欄;1傷春↑艮J(継偉)01大家談談」

欄;1某客冬至夜在某妓処操酒後遂留宿意…...J (鳳棲)01病人注意」

欄;1駐方案編 (1生肌散J)J(夢梅居士輯)01膳三話回J欄;1今年窮
極過重陽J(呆和尚〉。

第627号 00.18): 1本報啓事J(第619号掲載文に同じ)01聴我道来」欄;1未来観J(輔

伯投稿。未完)01無線専電」欄。「本地風光」欄;1一夜連劫三家之骸

聞・粛山南沙j，1抵園寺失縞円光・打蛇賠送J，1又是一個商界中之敗

類・想咲大同行Jo1胡言乱語」欄;1屍精敗北 (続)J(霊仙子)01士立
坂新聞J欄;1倫酒櫨営場敗露 ・臆子才大J，1為地方駆除毒蛇・談伺

容易J，1堕民当街大点巧・托菩薩鳴福J，1将好言当作悪説 ・真是賊牌

気Jo1宣有此理」欄;1大律師伝J(虫喧)01七菱八落」欄 (篠隠〉。
「斯文一脈」欄;1祝洪石雲封翁七十寿J(痛生)01紙上舞台」欄;1侠

義小説殉国鴛鴛(欧戦余聞)(九)J(醒獅)01窮思極想」欄;1集本

報投稿人名得五絶七章J(諦洛〉註30 1大家談談」欄;1昨為重陽佳

節予登高後道経小校場見商会門首進出之人週異慣時予人市観之則喜聯

満撃始知明日乃馬君与陳女士結婚……J(逸民)，1富翁某白煙隣之鶏

或問其故某甲日秋収不遠晒穀在即如其以我之穀飼隣人之鶏・…ーJ(癖

漢)01病人注意」欄;1監方薬編 (1胃痛J，1打傷吐血J)J (夢梅居士
輯)01送往迎来」欄;1無可奈何之時代尋無可奈何之生活此本報之所

由作也両年来蒙海内同業雅愛交換栄幸愛知用意列表藷広伝怖・・・・・・」

(記者)01膳三話四」欄;1今日社友老薦結婚予作瀞戯詩以取笑之」

(呆和尚〉。

第628号 00.19) : 1本報啓事J(第619号掲載文に同じ)01聴我道来」欄;1未来観 (続)J

(輔伯投稿。完)01無線専電」欄。「本地風光」欄;1金知事退思補過

・因及爪期・清理押犯J，1老天不打吃飯人・轡他是個買主J，1請看水

警之罪悪史 ・言之髪指Jo1胡言乱語」欄 ;1郷下親嬬上城裏J(也鶴。
未完)01泣坂新聞」欄;1阻花輔強索二門金・悪習難除j，1倣頭七甚

形熱闘・死後排場J，1寛仇宜解不宜結・説話倒也不錯J，1此之謂蛮法

三千・都不是好東西Jo1宣有此理」欄;1攻魂序J(礁民)01七菱八
落」欄 (糊隠，春生)01斯文一脈」欄;1飯頼山樵読書秋樹根図J(痛

生)，1病起書感J(輔侯)，1贈観稼宜主J(朱慈)，1昧秋蘭J(湖隠)，
「為観稼主人題簾下英雄図j(耐口)01紙上舞台」欄;1社会小説菩

薩生涯 (一)J(民頑)01窮思極想」欄;1傷春恨 (四)J(継偉)01大

家談談」欄;1城中僻洞有老亀也九尾多毒昼伏夜行軽薄少年受其害者

不知凡幾…・・J(磁)01病人注意J欄;1監方嚢編 (1治療癒癒狂方J，
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「治黄痘妙法J)J(夢梅居士輯)0r送往迎来」欄 (第627号掲載文に同
じ)0r膳三話回」欄;r為什慶一為両個銭J(呆和尚〉。

(待続〉

※ 本文及び註の引用文中の( )は原註， [ ]は引用者註。

註

l 国会図書館の所蔵に係る 『笑報J (上海〉は，光緒23年 (1897)10月 1日 (第 7号)，同 5日

(第11号)，同 6日 (第12号)，同 7日(第13号)，同 9日 (第15号)，同11日 (第17号)，同12日

(第四号)，同14日 (第20号)，同15日 (第21号入 同16日 (第22号)，11月9日 (第44号)，同14日

(第49号)，同17日(第52号)，同18日 (第53号)，同20日(第55号)，同22日 (第57号〉の17日分

である。但し，国会図書館が付した通し番号 (2~18) から， 同図書館には元々 10月 1 日以前の

『笑報』が1日分(通し番号1)があったが，なんらかの理由で紛失したものと考えられる。

2 何QのQ字と「鬼 (現代中国語式ロ ーマ字の表記ではGui。トマス ・ウェード式ではKui。英

語式ではKueio以下同じ)Jとの発音上及び意味上の関わりについては，専ら現東京大学東洋文

化研究所の丸尾常喜教授が詳細な研究を進めており，氏の「阿Q人名考 『鬼』の影像 」

(岩波書店 『文学J1983年2月号〉を始めとする関連論考を参照されたい (ついでながら，魯迅が

「阿Q正伝」の中で作為的に阿QのQ字の発音 [1貴」や 「桂」と同音]は英語式ではQueiと表

記するとしたのは[実際はKuei]，恐ら く周作人も言うよ うに弁髪との関係からであろう。弁髪

は形がQ ~こ類似しているだけでなく，英語で queue と言う。 queue の発音は [kju : ]であり，

Qの英語音と同じ。r中国近代文学研究』第 3号 [1991年8月]登載の編集子「阿QのQ字浅釈

2J参照〉。筆者は基本的に，1精神勝利法」によって現状に甘んじようとする中国人の卑屈な精
神，奴隷精神を「鬼」のイメージに託したとする丸尾氏の見解に賛同するものである。当時社会

の最下層にあってこの奴隷精神を最も典型的に有していた人々と見られるのが，南宋以来の被差

別民たる「堕 (DuooToo Tuo)民」である。 「堕民」は「惰 (発音は堕に同じ)民J，1堕皮J，

「惰貧J，1大 (DaoTao Ta)貧J1巧 (GaioKaio Kai)戸J，1怯 (QieoCh'ieho Chie)怜戸」

とも言われる。菜士雄等著 r魯迅筆下的紹興風情J (託行江教育出版社，一九八五年)中の「紹興的

堕民」によれば，堕民の起源については四説ある。明初に洪武帝や永楽帝に反抗した忠臣義士と

の説もあるが，専門家や堕民の聞では宋代起源説が有力であるといい，北宋末の武将焦光墳が南

下して来た金に降伏したのが原因で，金が北方に退いた後に不忠の者として戸籍から除かれ，新

江省や江蘇省等の江南の地に住まわされた焦の配下の将兵の子孫たちとか，宋の滅亡後人に哀れ

まれて食を施される身の上となり，働く意欲を失って音曲で人を楽しませるなどしているうちに，

自然に遊惰に流れるようになった趨氏(宋は越姓)の子孫とか， または宋の滅亡後元によって漸

江，江蘇両省に分置された宋の捕虜とか言われる。彼らは賎民として良民との結婚や雑居を許さ

れず，また科挙にも応ずることができなかったため，まともな職業に携わることができなかった。

多くの「堕民」が落ちぶれて「乞 (QioCh'io Chi)巧」となり，男子は廃品回収業， 芝居の役者

や雑用係，士大夫階層の家に慶弔事のある際に雇われて行って歌唱する楽戸等を業とし，女子は

年末年始や節気毎に主人の家に祝辞を述べに行ったり，冠婚葬祭があるとその手伝いをした。「堕

民」の娘は，結婚前は「鰻線」と呼ばれ，結婚後は「惣媛J(1老嬢」等とも書く)と呼ばれた。

男子は「賭 (DuoTuo Tu)徒J(1博徒J)，1梶 (GunoKuno Kuen)徒J(1無頼J)として，女

子は「土娼J(1夜鷹J)として悪事を働いた者が少なくないとしづ。「堕民」は当地の被差別最下

層民として，社会的に経済的にも極度に虐げられながら.1堕民」の地位に甘んじていた。文献で
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は一，二の例外を除き，その卑屈さばかりが伝えられているとしづ。阿Qの職業 (日雇い労働者〕

は確かに「堕民」のそれと一致しないけれども，例えば阿Qの姓が趨であるかもしれない点 (上

述したように宋は越姓)，阿Qが 「おいら，昔は一一お前なんかより，ずっと羽振りがよかったん

だぞ。お前なんか，なんだって言うんだい !J (原文「我何先前一一比体閥的多! 体算是什ム東

西〉と述べている点，その 「精神勝利法」的奴隷精神，それに阿QのQ字のトマス ・ウェ ード式

や英語式による発音と「怯怜戸」の怯字の語頭子音，貴字桂字の語頭子音と「巧戸」の巧字の語

頭子音，それぞれの聞の音が同じか似通っているなど，阿Qの形象等に「堕民」の要素を見出す

ことはさほど困難ではない。無論，i精神勝利法」によって現状に甘んじる傾向や賭博，暴行，か

どわかし等の悪事をなすことは広く「堕民」以外の下層民や中上層民にも普遍的に見られるもの

であり，何も「堕民Jに限った傾向，現象ではないが，i精神勝利法」によって現状に甘んじよう

とする卑屈な精神を有した民衆の典型的階層が「堕民」であったことは確かであり，きすれば触

迅が明確に「堕民」を念頭置いてかような民衆の典型たる阿Qを描き出したと見てもまず間違い

あるまL、。阿Qは言わば「堕民」を戯画化した形象であると言っても過言ではなかろう。(堕民に

ついては，日本に珍ける堕民に関する先駆的研究と言える一橋大学の木山英雄教授の「漸東 『堕

民』雑考J，i同続考J[以上いずれも日本エディタ ースク ーノレ 『社会史研究J 4所収。明石書庖

『アシアの差別問題』に再録されるJ，i紹興 『三涼街』の記一一歴史と伝説一一J[季刊 『文学』
2 -1， 1991年冬号]を参照。〕

なお，i阿Q正伝」に登場する阿Qと同じ日雇い労働者小Donについて魯迅自身は後に 「同

(Tongo T‘ungo Tueng) Jのことだと答えたという。それは周作人の言うように主に同族の周

鳳桐 (Tongo T'ungo Tueng愚鈍であり，幾多の悪劣な行為をなした，周氏の中で一番の不良。

最後は乞食同然の生活を送り，廟内で亡 くなったとも橋の挟で凍死したとも言われる〉が小Dの

直接のモデルで、あるということを暗に言おうとしたので・あろうが，それと同時に，魯迅の発言に

は小Dは阿Qと同類であるとし、う意味も込められていると考えられる。但し阿Qと全く 同じでは

なく，小Dは阿Qの予備軍的存在に当たることから半分間じということになろう(Dの形も丁度

Qの半分である〉。さすれば小Dの形象等にも幾分なりとも「堕民」の要素が反映されているもの

と考えられる。例えば，小DのD字のトマス ・ウェー ド式や英語式による発音と 「堕民」の堕字

の語頭子音が似ているのも全く偶然のことではなく ，これには「堕民」もモデノレの一つであるこ

とを暗に示そうとした魯迅の周到な意図が隠されていると見るべきではあるまいか。

以上は魯迅が「阿Q正伝」で試みた人名に纏わる種々の文字遊びのうちの一部であり，これ以

外の人名に関する文字遊びについては前掲の丸尾論文に詳しい。ここで，ついでながら，丸尾論

文で触られていなし¥魯迅が「阿Q正伝」で、試みた人名以外の文字遊びの一つについて，以下に

郡見を披露してみることにする。「阿Q正伝」の舞台である「末荘J(i未村J)の命名の由来につ

いてはこれまで全く取り上け.られたことがなかった。この「未」には勿論，iし、まだ~でなし、」と

いう意味が込められている。つまり「未荘」とは，いまだある水準に達していない村ということ

になる。ではどんな水準に達していないというのか。ここで思い起こされるのが，周作人が翻訳

したポーランドのシェンキィェヴイツチの中編小説 『炭画[スケッチJJ (光緒34年 [1908J訳出。

「小号IJの日付は宣統元年 [1909年]2月。上海文明書房。 1914年。アメリカの冠丁訳 rシェンキ

イエヴィッチ短編集』所収の「炭画」からの重訳)の舞台「羊頭村」のことである。該小説は著

者によれば「記述は多く事実に基づいており，羊頭村にかこつけて故郷の状況を記したもの」で

あり (周作人訳 『炭画~ i小引」にヲ|かれている冠丁の言葉)，その内容は簡単に言うと「民衆の

生活は愚味であり ，上下は心を合わせることがなく ，村中が凶暴頑迷な態度で民衆を扱い，&主婦

も例外て、はなかったJ(周作人訳 『炭画Ji小引J)というものである。周作人は更に，翻訳の目的

について i[この「小引Jを書いたのは]宣統元年のことであり，清の朝廷はエセ立憲、の考えを強
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く抱き，怪しげな自治団体を設立した。文中の迂遠な言葉はこれに反対せんがためのものであっ

た。というのは，私は中国の村の自治は必ず 『羊頭村』の知き代物にすぎないに違いないと信じ

ていたからである」と記している(北新書局重印版周作人訳 『炭画』所収「関珍 『炭画JJー「小

引J)o1"羊頭村」とは.1"羊頭狗肉村J.つまり「見かけ倒しの村」としづ意味である。要するに周

作人は，清朝政府の掲げる立憲君主制が実際は王朝体制の温存を目指した，真の立憲制とほど遠

いものであり，当時の中国の農村が自治の看板を掲げているだけで実態は旧態依然たる悲惨な状

況下にあることを批判しようとしたのである。ところで「未」には「羊」という意味があり，さ

すれば「阿Q正伝」の舞台「未荘」は「羊村J.つまり「羊頭村J.1"羊頭狗肉村」ということにな

る。魯迅が「未荘」を舞台として「阿Q正伝」を書いた用意の一つも，阿Qの住む「未荘」一一

それは清末民国初年時の農村であり，同時に「阿Q正伝」執筆当時の農村でもあるーーが「羊頭

狗肉村Jであり，更には中華民国そのものが実は民国とは言うものの名のみで実態は王朝時代と

なんら変わることのない「羊頭狗肉国」であるということを示そうとしたことになるのではない

だろうか。「阿Q正伝」と『炭函』は村名が同じである点以外にも類似点が少なくない。恐らく魯

迅は「阿Q正伝」を執筆するに際して周作人の訳した「炭画』も参考にしたと思われる。『炭画』

が魯迅の「阿Q正伝」執筆に与えた影響については，実に興味深いテーマであり，稿を改めて考

察する予定である。

『笑報』掲載の文章や記事が伝える世界は正に「阿Q正伝」の世界であり，仮に魯迅が 『笑報』

に眼を通していたとすれば. 1"阿Q正伝」を執筆するに当たって 『笑報』掲載の諸文を参考にした

可能性が大きL、。この点も今後の研究に委ねざるを得ない。識者の御教示をお願いする次第であ

る。

3 原詩を以下に掲げる。下線部が現在判明している投稿者の筆名。第4句の結句に見える「長庚」

は，周作人が『笑報』に投稿するに際して用いた魯迅の筆名。標点符合は引用者が付した。

暑意滅詩狂，無柳ー病夫，開来唯一祭，諮語慣調渠。懐血有孤鵠，虫喧雨後天，百年柳寄我，

幽恨且除鐙。燕市無屠狗，冷療偏病狂，燃犀今不作，獅醒幾時将。淑雲与明曜，散作一天祥，

普海欣同照，長庚正有光。最羨呆和尚，原殊綴道人，諮談宣明舌，文字亦禅心。竹巌堪避暑，

篠隠幾株松，欝↑艮頓然去，相借有泊公。詩酒亦霊仙，文田文硯回，閉門唯掃撃，居自号潜庵。




